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第1章 統計学でできること

このパートではまず、統計学を使う一般的な意義を説明
するとともに、サンプルデータを触りながら基礎的な分析手
法を学んでいきます。
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1)統計学の使い⽅（記述、探索、検証、予測）

このパートでは統計学の役割をその名の通り「まと

めてはかる学問」だと位置づけた上で「まとめる」

ことのメリットとして現状を把握するための記述、

現状を左右しうる要因の探索、限られた情報からの

予測、特定の要因が本当に原因なのかの検証といっ

た点を1つ1つ説明していきます。
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統計学とは

統：まとめる

計：はかる

学：がくもん
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「まとめて」「はかる」前の状態

「この間のお客さんたち超激アツだった」

「へー...どれくらい？」
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アツさを「はかる」と

•体温？

•満足度？

•購買金額？

客
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「まとめる」ためには
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客客 客

購買金額

2万円

購買金額

3万円

購買金額

7万円

要するに一言で言うと？



「自然なまとめ方」の例

「足して２で割ったような～」という表現を応用

(2+3+7)÷3 = 4

9

全員分足して 人数で割る

これがよく使う平均値



「まとめる」ことのメリット

1. 現状を把握するための記述ができる

2. 現状を左右するような要因の探索ができる

3. 今後限られた情報だけで予測ができる

4. その要因が本当に原因なのか検証できる
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現状の「記述」のイメージ
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全顧客

顧客の平均購買金額(万円)
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現状を左右するような要因の「探索」のイメージ

0

1

2

3

4

5

6

クーポン送付なし クーポン送付あり

顧客の平均購買金額(万円)

クーポンを送ることで

客単価が上がりそう！

12



限られた情報からの予測のイメージ

通常お店には毎日100人来店

クーポンを配布していない50人は3万円利用

クーポンを配布した50人は5万円利用

結果平均4万円利用

では全員にクーポンを配布した時の売上増は？
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その要因が本当に原因なのかの検証

クーポン 購買金額
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第三の要因が絡んでるだけの可能性も

クーポン 購買金額

過去の購買
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第三の要因が絡んでるだけの可能性も

クーポン 購買金額

過去の購買

先程のグラフで見えてるのはこの部分だけかもしれない
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最終手段：A/Bテスト(専門用語ではランダム化比較実験)

全
体

Aグループ

Bグループ

Aグループ

Bグループ

クーポン

現状維持

差は？
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2)ビジネスにおける公的統計の活用事例

このパートでは具体的なビジネスの活用事例を紹介した

上で、それに即したサンプルデータおよび演習課題の状

況設定を提示します。

具体的には、今回取材した活用事例では店舗や事業所の

出店に関するものが多いため、消費者視点で業態のわか

りやすい飲食事業のケースを題材として、効率的な出店

を考えるようにしました。

18



フランチャイズ研究会様

＜活動の概要＞

＜活動の概要＞＜活動の概要＞

＜活動の概要＞

フランチャイズ（FC）研究会は日本唯一のFC専門研究実践団体である。2000年初頭から活動を開始し、現在はさまざまな分野を専門とする中小企業
診断士約50名によって構成されている。 FC本部や、FC加盟店、FC加盟希望者を対象として、事業支援や経営指導、各種セミナーの提供を通じて、FC
ビジネスの健全な発展とノウハウ開発を目的としている。クライアントの業態は飲食、物販、サービスなどFCビジネス全般にわたっている。

＜政府統計データ活用事例＞

＜政府統計データ活用事例＞＜政府統計データ活用事例＞

＜政府統計データ活用事例＞

jSTAT MAPを活用したフランチャイズビジネスにおけるドミナント戦略を活用したフランチャイズビジネスにおけるドミナント戦略を活用したフランチャイズビジネスにおけるドミナント戦略を活用したフランチャイズビジネスにおけるドミナント戦略

活用方法活用方法活用方法活用方法
店舗の営業エリア探索、顧客分布、競合調査、商圏分析、出店候補地探索、売上予測など。

家計調査データを用いて新規店舗の売上を予測することや、BtoBビジネスの場合、
経済センサスの事業所数データなどを参照し配送ルートの効率性判断を行っている。

また、政府統計を活用した商圏分析のノウハウをセミナーで提供し、

書籍「JSTAT MAP徹底活用 立地診断ガイドブック」で、jSTAT MAPの基本的な使い方から
幅広い応用方法までを豊富な事例とともにわかりやすくまとめている。

効果効果効果効果
政府統計が整備されたことで、それまで有料だったデータやツールと同等機能が無料で利用できるようになり、データに基づいたマーケティング

と縁が遠かった中小企業も、自社で商圏分析などを始められる環境が整った。

また、コンサルティング活動では、これまでデータ提供が難しかった企業へ政府統計を活用した立地診断の分析結果データなどの提供が可能

となった。

背景・課題背景・課題背景・課題背景・課題
FC本部やFC加盟企業は、新規出店の際の立地診断、売上予測、ドミナント戦略など出店に関する分析を行う場合、有償のGISソフトやデータを
購入する必要があった。しかし購入にはある程度の費用がかかるため、ソフトやデータの購入にまで至らず、勘と経験に頼った出店を行い、

その結果、採算分岐点にのらなかったり、自社店舗同士の商圏重複などが起きるようなことも多かった。

活用データ活用データ活用データ活用データ
国勢調査、経済センサス、家計調査、道路交通センサスなど
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株式会社ゼンリンマーケティングソリューションズ様

＜事業の概要＞

＜事業の概要＞＜事業の概要＞

＜事業の概要＞

『株式会社ゼンリンマーケティングソリューションズ』は、2020年４月に『株式会社ゼンリンジオインテリジェンス』『株式会社ゼンリンビズネク

サス』『大東マーケティングソリューションズ株式会社』の３社が合併し発足。業務内容は、エリアマーケティングビジネス、DM発送代行ビジネス、

セールスプロモーションビジネス、ダイレクトマーケティングビジネスである。従業員数103名（2020年年4月1日現在）。

このうち、エリアマーケティングビジネスでは、主にマーケティング諸活動支援及びコンサルティング業務を行っている。クライアントの業種は限

定せず、地図の上でマーケティングの課題を解決したいという企業に対し、GISに関するあらゆるサービスを提供している。

＜政府統計データ活⽤事例＞

地図と政府統計データをベースとしたGISサービスの提供

活用データ活用データ活用データ活用データ
国勢調査、経済センサス、商業統計、家計調査、住宅・土地統計調査など

効果効果効果効果
多店舗展開においては1,000店舗が壁になると考えられる。それ以上展開する場合は、データに基づいてきちんとした計画を立てて進めることが

重要である。顧客の中にはそのようにして2,000店舗を達成したところがある。

また、近年は既存店舗を維持するにはどうすればよいかということを考える企業が多く、例えばデータを分析することで配送ルートの効率化を

図り、営業エリア内をトラック何台、運転手何人で回ればよいかを考えることができる。

背景・課題背景・課題背景・課題背景・課題
単に統計データを見ただけで理解し、施策の立案などにつなげられる企業はさほど多くはないため、景気が悪くなってくると会社のリソースを

どこに注力していくかということをデータから考えることが多くなり、ニーズが増えてきたと感じている。

以前は多店舗展開が多かったが近年は統廃合の手伝いなども多い。

活用方法活用方法活用方法活用方法
クライアントに対し、地図データならびに政府統計データをベースとしてコンサルティングを行っている。

また、政府統計データの第三者提供権を取得し、町丁目データやメッシュデータへ按分推計したり、

時系列データ化するなどの加工をして販売している。

例えば、厚生労働省の「介護保険事業状況報告調査」からエリアごとの要介護者数を把握するために

要支援・要介護認定数を地域メッシュ単位に按分して推計するなどを行っている。



株式会社パスコ様

＜事業の概要＞

＜事業の概要＞＜事業の概要＞

＜事業の概要＞

1953年創業。人工衛星や航空機などに搭載した各種センサーを駆使して収集した国内外の空間情報に加工・処理・解析を施し、クライアントの課題
解決に向けたあらゆる空間情報サービスを提供する。約1,200の自治体に対し、固定資産税の評価業務や、道路・上下水道の維持管理などの支援を行
う。また民間企業に対しては、物流効率化、マーケティング支援、企業防災支援などを提供している。連結売上高541億円、従業員2677名。東証一
部上場。（2020年6月末現在）

＜政府統計データ活用事例＞

＜政府統計データ活用事例＞＜政府統計データ活用事例＞

＜政府統計データ活用事例＞

地図と政府統計データを組合わせたエリアマーケティングツール地図と政府統計データを組合わせたエリアマーケティングツール地図と政府統計データを組合わせたエリアマーケティングツール地図と政府統計データを組合わせたエリアマーケティングツール

活用データ活用データ活用データ活用データ
国勢調査、経済センサス、商業統計、住宅・土地統計調査、全国消費実態調査など

効果効果効果効果
GIS技術に加えて、政府統計データ、さらには自社統計コンテンツを組み合わせて提供することで、お客様の業務に役立つサービス化を
図ったことが多くの実績を有することにつながった。

クライアント企業は政府統計データと同社のGISツールを活用することで集計作業が大幅に効率化され、自社で所有するシステム
（営業支援CRM、不動産業向け物件管理システムなど）内部の住所データを、地図上に展開し、政府統計データもあわせて分析することが
可能となった。小売業の出店検討、チラシ配布エリアの選定、金融機関の支店統廃合、消費財メーカーが店舗近隣居住者の属性を分析し

小売業に仕入の提案を行うなど、地図ソフトと政府統計データを掛け合わせたシステムの活用の幅は枚挙にいとまがない。

背景・課題背景・課題背景・課題背景・課題
同社は、GISサービスに必要な計測技術、GISエンジン、地図作製技術、システム保守サービスを
有していた。それに政府統計データを組み合わせることで、更なる差別化を図った。

また、これまで小売業や金融業などの企業は、出店場所の検討やチラシ配布などの業務に際し、GISソフトや政府統計データなしに該当地域の調査
分析をしようとすると、非常に煩雑なデータ収集、集計、計算作業を行わなければならず、手作業によるミスも頻発していた。例えば、住民基本

台帳のデータを各自治体のウェブからダウンロードして集計しようとすると、自治体ごとに集計の粒度やデータ形式が違うためそれを整えるだけ

でも数日から数週間を要した。地図上にデータを展開する時も、手集計したものを、地図に手書きで表示していた。

活用方法活用方法活用方法活用方法
エリアマーケティングツール「MarketPlanner GIS」に、標準で国勢調査や、商業統計、人口推計データ
などを収録。オプションとしては、経済センサスや国勢調査をベースにした50mメッシュの推計人口
データ、全国消費実態調査をもとにした月間消費支出額の推計データ、年収別推計世帯数などもある。

クライアントは「MarketPlanner GIS」を用いて人口の集計、地図上への表示、レポートの作成、
運転時間の計算、交通量把握などをすることが可能になった。
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一般財団法人日本不動産研究所様

＜事業の概要＞

＜事業の概要＞＜事業の概要＞

＜事業の概要＞

日本不動産研究所は1959年に設立認可された不動産の総合調査研究機関（2011年に一般財団法人化）。約550人の人員と全国的なネットワークを有
し、不動産に関する調査研究、鑑定評価、コンサルティングを主な事業とする。調査研究部門は全国の地価・賃料情報公表に代表される統計資料を

一般に公開。鑑定部門は豊富なデータをもとにした客観的な鑑定評価を自治体、一般事業会社、Jリート・ファンド運営者などに対して提供する。コ
ンサルティング部門では政府機関への土地・まちづくり政策に関する提言や、不動産事業者、建設会社、設計会社への不動産市場・開発効果・有効

利活用・将来予測分析業務などを行っている。

＜政府統計データ活用事例＞

＜政府統計データ活用事例＞＜政府統計データ活用事例＞

＜政府統計データ活用事例＞

e-Statのオープンデータを活用した調査研究やコンサルティングのオープンデータを活用した調査研究やコンサルティングのオープンデータを活用した調査研究やコンサルティングのオープンデータを活用した調査研究やコンサルティング

活用方法活用方法活用方法活用方法
主にコンサルティング業務において、これまで研究・調査のベースとして政府統計データを活用し、

高い頻度でe-Statを利用している。分析業務でよく使う項目は、町丁字単位の商業売上、事業所数
といった経済指標や人口世帯数、年収世帯割合などの基礎データである。

e-Statからダウンロードしたデータは、エクセルやアクセスなどで分析するほか、ArcGISやQGIS、
MapInfoなどのGISソフトに取り込み、さらに自社独自データをも活用した分析を行っている。

効果効果効果効果
e-Statに政府統計データが集約されてからは、各省庁のウェブサイトを巡回する手間がなくなり非常に便利になったと感じている。
これらのオープンデータを活用することで、調査やコンサルティング業務などの事業につなげることができ、顧客からの相談に解決策を提案する

ことができる。さらに今後、政府統計データが調査完了時から迅速にオープン化され、CSV形式に加えてGISにて利用可能な形式での提供を
期待する。

背景・課題背景・課題背景・課題背景・課題
長年、不動産業界では主に「実績と知見」に基づいて事業を行っていたが、統計情報のオープン化が進み、ビッグデータの活用の必要性がより

重要視されるようになったこともあり、近年特にデータを元にした客観的分析と、それに基づく戦略（開発エリアやアセットタイプ、開発時期

など）の策定に対するニーズが高まっている。

e-Statができる前は、調査研究の元となる政府統計のデータソースが紙であることが多く、まずは入力作業が必要だったことから人手と時間が
かかっていた。当時の作業手順は地図に手で円を書き、地図上に町丁目をピックアップし、人口を記入し…という手作業の連続であった。

活用データ活用データ活用データ活用データ
国勢調査、経済センサス、商業統計、家計調査、労働力調査、地価公示・地価調査など
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本研修の状況設定

•あなたは全国に「ちょっと高級な」焼肉店を展開

する会社の幹部

•新たな店舗を出店したい

•デモデータから「どのような店舗を」「どのあた

りに出店するのが良さそうか」を考えましょう
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3)データのまとめ方と比べ方（平均・割合・t検定とχ二乗検定）

まずは「記述」の観点から、データには量的なものと質的な

ものがあることを説明した上で、量的なものは平均値、質的

なものは割合の形で集計を行うことを説明します。

その上で、何かのグループで分けて平均値や割合を集計する

ことで「探索」ができることを示し、その差がたまたまの差

と言えるようなのかどうか、それぞれ対応する統計的仮説検

定のエクセルでの実行方法を示します。
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異なる属性に分類するもの

(例：性別・居住地域・職業・・・)

数の 大小自体が意味を持つもの

(例：年齢・来店回数・金額・・・)

データは大きく分けて2つ

数値型

(量的)

分類型

(質的)
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数値のまとめ方

26

客客 客

購買金額

2万円

購買金額

3万円

購買金額

7万円

要するに一言で言うと？



数値のまとめ方

「足して２で割ったような～」という表現を応用

(2+3+7)÷3 = 4

27

全員分足して 人数で割る

これがよく使う平均値



平均値だけじゃわからないこと

4万円

平均4万円

4万円 4万円 4万円4万円

28



平均値だけじゃわからないこと

2万円

これも平均4万円

2万円 2万円
12
万円

2万円
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平均値以外に知りたい「記述」

およそいくつからいくつまでの値なのか

平均値より大きいものと小さいもののバランス

最も多数派なのはおよそいくつくらいなのか

ヒストグラムが便利

30



ぱっと見把握しにくいデータでも…

27 13330 719 17 2322
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ぱっと見把握しにくいデータでも…

27 13330 719 17 2322

十の位だけ見てみると

32



ざっくりカテゴリーに区切ると把握しやすい

7

3

19

17

13

27

22

23

30
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ざっくりカテゴリーに区切ると把握しやすい

7

3

19

17

13

27

22

23

30

2人 3人 3人 1人 計9人
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これを図にすると…

7

3

19

17

13

27

22

23

30

2人 3人 3人 1人

10 20 30 400
35



これを図にすると・・・

これをヒストグラムと呼びます

10 20 30 400
36



異なる属性に分類するもの

(例：性別・居住地域・職業・・・)

データの記述方法

数値型

(量的)

分類型

(質的)

平均値にまとめる

グラフはヒストグラム

37



例えばこういう状況だと

顧客満足度についてのアンケート項目

「0:わからない」が20人

「1:不満」が30人

「2:満足」が50人

平均すると1.3点？

38



「質的に異なる」分類の場合

回答 人数

わからない 20

不満 30

満足 50

合計 100
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「質的に異なる」分類の場合

回答 人数 割合

わからない 20 20.0%

不満 30 30.0%

満足 50 50.0%

合計 100 100
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「質的に異なる」分類の場合

回答 人数 割合

わからない 20 20.0%

不満 30 30.0%

満足 50 50.0%

合計 100 100

「だいたいこのへん」もすぐにわかる

41



グラフにするとしたら①

50%

30%

20%

満足 不満 わからない
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グラフにするとしたら②

50% 30% 20%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 不満 わからない

43



分類ごとの割合にまとめる

グラフは円グラフか帯グラフ

平均値にまとめる

グラフはヒストグラム

データの記述方法

数値型

(量的)

分類型

(質的)

44



記述の次のステップ

いったいどのような「違い」が

「機会やリスク」を左右する？

機会やリスクの大きさを把握記述

探索

45



つまり…

アウトカムを

「説明」するかも

しれない要因

説明変数

ビジネスで

最大化/最小化

したい項目

アウトカム

関連

これが何かを

探索したい！

46



何かの要因で分けて

割合の差を比較

何かの要因で分けて

平均値の差を比較

それぞれのデータを「探索する」ときは・・・

数値型

(量的)

分類型

(質的)

47



基本的な比較の考え方(数値型)

購買金額

数値型

男性 性別

女性

平均値の差に

注目

7,000円

9,000円

48



割合の差に

注目

基本的な比較の考え方(分類型)

満足したか

分類型

男性 性別

女性

33.3%

75.0%
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割合を比較する場合の円グラフの問題

35%

25%

30%

10%

男性

満足 やや満足

やや不満 不満

25%

30%

40%

5%

女性

満足 やや満足

やや不満 不満
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帯グラフや棒グラフの方が比較しやすい

25%

35%

30%

25%

40%

30%

5%

10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

満足 やや満足 やや不満 不満
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ピボットグラフで平均値を集計するには(この後デモします)

•データ全体を選択してピボットグラフを挿入

•グループ分けしたい項目を「列」に

•平均値を求めたい項目を「Σ値」に

•値フィールドの設定を「平均値」に

52



デモ①

デモ①-1
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デモ①
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デモ①

②データ全体を選択して、挿入＞ピボットグラフを選択します。
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デモ①

③割合を求めたい項目を「Σ値」に、「凡例」に比較したい項目を入れて、値フィール

ドの設定を「平均値」に設定します。
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デモ①

④完成。これでピボットグラフで平均値を集計することができました。

57

平均値に差が

あることを確認



ピボットグラフで割合を集計するには(この後デモします)

•データ全体を選択してピボットグラフを挿入

•グループ分けしたい項目を「軸（分類項目）」に

•割合を求めたい項目を「Σ値」に

•「凡例」比較したい項目を

•値フィールドの設定で計算の種類を「行集計に対

する比率」に
58



デモ①-2

デモ①-2
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デモ①-2
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デモ①-2

②データ全体を選択して、挿入＞ピボットグラフを選択します。
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デモ①-2

③割合を求めたい項目を「Σ値」に、「凡例」に比較したい項目を入れて、値フィール

ドの設定で計算の種類を「行集計に対する比率」に設定します。

62



デモ①-2

④完成。これでピボットグラフで割合を集計することができました。

63

それぞれの

割合の差を確認



でもこんな反論も…

それぐらいの差、たまたまじゃないか？
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この結果がもしたまたまだとしたら次にデータを取ると…

男性

女性

7,000円

9,000円
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平均値の差が消えてしまうことも…

男性

女性

8,000円 8,000円
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逆転することも…

男性

女性

9,000円

7,000円
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本当の「たまたまの差」を経験してみよう

想定する状況：

男女各10人ずつ調査対象者

それぞれの人がみんな「無作為に0～10回来店」

男女間の平均来店回数の差は？

この計算を100回やってみよう

68



計算で使うエクセルの関数

＝RANDBETWEEN(数字1, 数字2)

意味：数字1から数字2までの範囲で

ランダムな整数を出力します

69



2

8

17

25 25

15

6

2

0

5

10

15

20

25

30

-4 -3 -2 -1 0 1 2 3

実際にやってみた結果
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2

8

17

25 25

15

6

2

0

5

10

15

20

25

30

-4 -3 -2 -1 0 1 2 3

実際にやってみた結果

概ね±0を中心に

ほぼ左右対称

2%ぐらい

-3より小さい

2%ぐらい

3より大きい
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おまけ：割合について「たまたまの差」を経験したい人は

想定する状況：

男女各10人ずつ調査対象者

それぞれがみんな「五分五分で満足と回答」

男女間の平均満足度の差は？

この計算を100回やってみよう

72



「たまたまの差じゃないの？」と言われたら

仮に今後無制限にデータをとっていったら

差がなくなる状況でたまたま

これほど以上の差がつく確率(p値)を計算

73



ｐ値とは

差異の大きさ

比較に使った

データの数

元の値の

バラつき

ｐ値

総合的に

判断

判断
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ｐ値の目安

ｐ

値

1.0(100%)

0.10(10%)

たまたまであってもおかしくない

0.05(5%)

0.01(1%)

0.001(0.1%)

たまたまじゃないかも…

たまたまとは考えにくい

かなりたまたまと考えにくい

断言したい(けどダメ)

75



（よくある）平均値の差の統計的仮説検定の考え方

「平均値に全く差がなかったとして」と仮定

「どちらが大きいにせよ2.5%未満(計5%未満)でしか起こらない」

変な結果になっていないかどうかを確認

変だという結果なら「仮定がおかしい」つまり

「たまたまとは考えにくい」と判断

76



エクセルで「平均値の差」の仮説検定をするには(このあとデモします)

「平均値の差」の仮説検定であるt検定を行う関数：

=ttest(

1グループ目のデータ範囲,

2グループ目のデータ範囲,

2, 3

)

77



デモ②

デモ②
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デモ②

①データ全体を選択して、データ＞フィルタを押下します。
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デモ②

②「ランチ営業」列のフィルタメニュー▼から「昇順」を選択すると、あり→なしの順

に並びが変わります。
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デモ②

③ 任意のセルに、=ttest( 1グループ目のデータ範囲, 2グループ目のデータ範囲, 2, 3)と

入力します。

81



デモ②

④結果が表示されます。これで「平均値の差」の仮説検定をすることができました。

82

p値からたまたまであってもおか

しくないことがわかります



補足1:データ範囲の指定方法

A1 B1 C1

A2 B2 C2

A3 B3 C3

A4 B4 C4

A5 B5 C5
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補足1:データ範囲の指定方法

A1 B1 C1

A2 B2 C2

A3 B3 C3

A4 B4 C4

A5 B5 C5

一個のセルだけの範囲なら

直接セル名を指定

A4
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補足1:データ範囲の指定方法

A1 B1 C1

A2 B2 C2

A3 B3 C3

A4 B4 C4

A5 B5 C5

「開始セル：終了セル」で範囲指定

A2:A4
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補足1:データ範囲の指定方法

A1 B1 C1

A2 B2 C2

A3 B3 C3

A4 B4 C4

A5 B5 C5

同じ行や列でなくても

⻑方形に指定ができる

A2:C4
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補足1:データ範囲の指定方法

A1 B1 C1

A2 B2 C2

A3 B3 C3

A4 B4 C4

A5 B5 C5

開始位置と終了位置の順番は不問

(お作法としては「左上：右下」)

C5:B2
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補足1:データ範囲の指定方法

A1 B1 C1

A2 B2 C2

A3 B3 C3

A4 B4 C4

A5 B5 C5

コンマで区切れば

複雑な範囲指定もできる(非推奨)

B1,A3:B4,C2:C5

88



補足2:片側か両側か

「男性側が多いか」など

一方向の違いのみに興味

片側

「両者に差があるか」

両方向の違いに興味

両側
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補足3: t検定の細かい部分

グループごとのバラつき方が

同じであると仮定しない

非等分散

グループごとのバラつき方が

同じであると仮定

等分散

「同じ人の二時点の値」など

データ間に対応がある場合

対

90



何かの要因で分けて

割合の差を比較

何かの要因で分けて

平均値の差をt検定で比較

それぞれのデータを「探索する」ときは・・・

数値型

(量的)

分類型

(質的)
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割合の差に

注目

基本的な比較の考え方(分類型)

満足したか

分類型

男性 性別

女性

33.3%

75.0%

92



割合に対するこんな反論は…

それぐらいの差、たまたまじゃないか？

93



より具体的な数値例

男性 性別

女性

満足した

満足せず

割合の差に

注目
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表で考えてみると

男性男性男性男性 女性女性女性女性 合計合計合計合計

満足満足満足満足 2 3 5

不満足不満足不満足不満足 4 1 5

合計合計合計合計 6 4 10

もし差がつかないのなら…

95



表で考えてみると

男性男性男性男性 女性女性女性女性 合計合計合計合計

満足満足満足満足 23 32 5

不満足不満足不満足不満足 43 12 5

合計合計合計合計 6 4 10

こうなっているはず
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エクセルで「割合の差」の仮説検定をするには

「割合の差」の仮説検定であるχ二乗検定を行う関数：

=chitest(

実際の集計表のデータ範囲,

「差がついてない」場合の集計表のデータ範囲

)
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集計表からのχ二乗検定(このあとデモします)

•元データを選んでピボットテーブルを挿入

•行・列に集計したい分類型の項目を挿入

•値フィールドにどちらかの項目を挿入

•次に「差がついてない場合の集計表」を作成

•最後にCHITEST関数を実行
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デモ③

デモ③
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デモ③

①データをすべて選択し、挿入＞ピボットテーブルを選択します。
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デモ③

②ピボットテーブルのフィールドで、行・列に集計したい分類型の項目を、また挿入値

フィールドにどちらかの項目を設定します。
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デモ③

③「差がついてない場合の集計表」を作成します。

31/750.413333＊37
0.413333＊

38
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デモ③

④任意の場所に =chitest(実際の集計表のデータ範囲,「差がついてない」場合の集計表

のデータ範囲)を入力します。
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デモ③

④結果が表示されました。これで「割合の差」の仮説検定ができました。

104

p値からたまたまではないかも

ということがわかります



4)数値データ同士の関係性の見方（単回帰分析）

次に「グループ分けする」という質的な要因を探索するだけ

ではなく、数値と数値の関係性をみるための単回帰分析の方

法を学びます。

まずエクセルのグラフツールで散布図を描き、その中の回帰

直線および数式を確認する方法を示すほか、ここでもやはり

「たまたまのトレンド」と言えるのかどうか、分析ツールメ

ニューから得られるp値の確認方法を示します。
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何かの要因で分けて

割合の差をχ二乗検定で比較

何かの要因で分けて

平均値の差をt検定で比較

それぞれのデータを「探索する」ときは・・・

数値型

(量的)

分類型

(質的)
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もう少し別の観点で整理すると

数値型

(量的)

分類型

(質的)

数値型

(量的)

分類型

(質的)

探索する要因(説明変数)

平均値と

t検定

割合と

χ二乗検定

この

場合は？

107



数値型

無理やり棒グラフで考えると

購買金額

数値型

年齢

ゴチャゴチャして

見づらい

わざわざ平均に

まとめる意味がない

108



散布図の考え方

棒グラフで「平均」や「割合」に

まとめるのではなく「１人１人の値」を表わしたい

１人のデータを１つの点で表わして

座標で表わしたものが散布図

109



散布図を描くと

購買金額

0
年齢

年齢高い人の方が

何となく有望そう！

数値型

数値型
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単回帰分析の考え方

購買金額

0
年齢
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単回帰分析の考え方

購買金額(�)

年齢(�)0

傾き:回帰係数�
説明変数が1増える毎の

アウトカムの変化量

切片�
説明変数が0の時の

アウトカムの推定値

� = � + ��の

直線
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単回帰分析の結果の解釈

切片が300

年齢に対する回帰係数(傾き)が200のとき

年齢から推定される購買金額=300+年齢×200

40才なら・・・300＋40×200＝8300円ぐらい買いそう
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散布図からの単回帰分析 (このあとデモします)

•グラフメニューから散布図を挿入

•横軸と縦軸それぞれに数値型の項目を選択

（横軸が説明変数・縦軸がアウトカム）

•近似曲線の追加で「線形近似」を選ぶ

•「グラフに数式を表示する」も選ぶ
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デモ④

デモ④
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デモ④

①表中から「平均月商」「店舗面積」をコピーして抜き出します。
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デモ④

②左側に「店舗面積」がくるように並び替えます

117



デモ④

③「店舗面積」列と「平均月商」列を選択し、挿入＞散布図を選択すると散布図が表示

されます。
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デモ④

④散布図内で、右クリック＞近似値曲線を表示 を選択し、書式設定で「線形近似」を

選択すると図内に近似値曲線が表示されます。
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デモ④

④書式設定下部にある「グラフに数式を表示する」にチェックを入れます。

120



デモ④

⑤図内に近似値曲線と数式が表示されたら完成です。

数式

近似値曲線

121

単回帰分析結果に基づく

数式・近似値直線を確認



もちろん回帰直線のトレンドに対してもこんな反論が…

それぐらいのトレンド、たまたまじゃないか？
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単回帰分析において仮説検定する方法 (このあとデモします)

•データメニューから「データ分析」（アドイン）

•「回帰分析」を選択

• Yの方にアウトカム・Xの方に説明変数

•項目名を含む選択なら「ラベル」に✓

•どこか空白の場所を「一覧の出力先」に

•最後の表の「係数」の欄と「P-値」の欄に注目
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デモ⑤

デモ⑤
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デモ⑤

①データ＞データ分析＞回帰分析を選択します。

（データ分析メニューはアドインから追加できます）
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デモ⑤

②Yには「平均月商」列、Xには「店舗面積」列を指定します。

選択した「平均月商」「店舗面積」は一行目がラベルなので「ラベル」にチェックを入

れます。出力オプションは任意の位置を指定します。 126



デモ⑤

③回帰分析の結果が表示されます。
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デモ⑤

④係数とｐ値はここに表示されています。

128

p値からたまたまとは考え

にくいことが分かります

数式で利用する切片・

係数となります



5)複数の説明変数を同時に使う方法（重回帰分析）

ここではまず、「ダミー変数」という考え方を通して単

回帰分析とt検定が本質的には同じようなことをやって

いるということを示した上で、単回帰分析の限界と、そ

れを重回帰分析で解決できることを説明します。

次に先程と同じ分析ツールメニューを使って重回帰分析

を実行し、その結果の解釈方法について学びます。
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分析手法を整理すると

数値型

(量的)

分類型

(質的)

数値型

(量的)

分類型

(質的)

探索する要因(説明変数)

平均値と

t検定

割合と

χ二乗検定

単回帰

分析
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分析手法を整理すると

数値型

(量的)

分類型

(質的)

数値型

(量的)

分類型

(質的)

探索する要因(説明変数)

平均値と

t検定

割合と

χ二乗検定

単回帰

分析

でも実は・・・
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t検定の考え方

購買金額

数値型

男性

平均値の差を

検証

性別

女性

分類型
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見方を変えると

購買金額

数値型

男性 性別

女性

分類型
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見方を変えると

数値型

性別男性

(0)

女性

(1)

ダミー

変数
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見方を変えると

数値型

男性

(0)

女性

(1)

切片�
男性の平均値

平均値の差は傾き�
性別ダミーが1増えたときの

アウトカムの変化量

ダミー

変数

購買金額(�)

性別(�)

� = � + ��の

直線
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分類型を数値型で扱おう

質的に異なる分類を数値として扱いたい

ある分類に該当するなら「1」

そうでなければ「0」としたダミー変数を用いる
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IF関数で分類型をダミー変数に

=IF(条件式,

条件式が当てはまるときの値,

そうでないときの値)

例： =IF(C2=“特定のカテゴリー”,1,0)
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分析手法を整理すると

数値型

(量的)

分類型

(質的)

数値型

(量的)

分類型

(質的)

探索する要因(説明変数)

平均値と

t検定

割合と

χ二乗検定

単回帰

分析

単回帰分析でOK
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さらに…重回帰分析の考え方

男性

女性

年齢

利用

金額
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さらに…重回帰分析の考え方

年齢

利用

金額

性別(ダミー変数)の
差も考慮

男性

女性
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さらに…重回帰分析の考え方

年齢

利用

金額

「性別を考慮」した
年齢と利用金額の
関連性

男性

女性
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重回帰分析のやり方 (このあとデモします)

•予め用いたい説明変数列を横並びに整形

•データメニューから「データ分析」（アドイン）

•「回帰分析」を選択

• Yの方にアウトカム・Xの方に説明変数の範囲

•項目名を含む選択なら「ラベル」に✓

•どこか空白の場所を「一覧の出力先」に

•最後の表の「係数」の欄と「P-値」の欄に注目
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デモ⑥

デモ⑥
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デモ⑥

①検索と置換機能を使用して、「駐車場有無」列、「ランチ営業」列、「個室有無」列

をダミー変数（あり＝１／なし＝０）に置き換えます。（検索と置換機能を使用）
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デモ⑥

②データ＞データ分析＞回帰分析 を選択します。
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デモ⑥

③Yには「平均月商」列、Xには「店舗面積」列、「所属正社員数」列、「駐車場有無」

列、「ランチ営業」列「個室有無」列を指定します。出力オプションは任意の位置を指

定します。 146



デモ⑥

④回帰分析の結果が表示されます。

147



デモ⑥

⑤係数とｐ値はここに表示されています。

148

それぞれのp値を確認し

たまたまかの判定を行います

数式で利用する切片・

係数となります



ここまでのまとめ

数値型

(量的)

分類型

(質的)

数値型

(量的)

分類型

(質的)

探索する要因(説明変数)

平均値と

t検定

割合と

χ二乗検定

単回帰

分析

単/重回帰分析でOK

149



第2章 統計データに触れてみよう

このパートではe-Statから公的統計をダウンロードし、加
工して分析する方法を学んでいきます。

150



1)e-Statからデータのダウンロード

このパートでは演習の目的を提示し、公的統計をビ

ジネスに使う意義を説明した上で、実際にe-Statを

操作してデータをダウンロードしていきます。

より具体的な課題設定としては「所得の高い地域」

を探すために市区町村別の形式で課税対象所得と納

税義務者数をダウンロードします。
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店舗属性に対する分析結果に対して次のようなツッコミが

店舗自体より周辺環境に注目してみては？

弊社のターゲットである高所得層は

どういうところにいるの？
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これまでにわかったことの例

延床面積など

(店舗属性)

説明変数

店舗の売上

アウトカム

関連

153



もっと大事かもしれないことの例

地域の平均所得

説明変数

店舗の売上

アウトカム

関連
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公的統計を見てみよう

店舗自体の属性だけじゃなく地域の特性を見たい

公的統計を調べてみよう
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平均所得の高い地域の見つけ方 (このあとデモします)

• e-Statにアクセスして市区町村別データを探す

• C経済基盤から「課税対象所得」と「納税義務者

数」を選択

•エクセル形式でダウンロード

•両者を割り算して一人あたり課税所得を計算

•フィルター機能で並び替えれば完了
156



デモ⑦

デモ⑦
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e-Statでデータを探そう

158

https://www.e-stat.go.jp/にアクセスして

「地域」のボタンをクリック



e-Statでデータを探そう

「市区町村データ」を選択して

「データ表示」をクリック
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e-Statでデータを探そう

今回は「市」だけにチェックして

実行ボタンを押しましょう
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e-Statでデータを探そう

「全てを選択」を押して「確定」します
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e-Statでデータを探そう

「分野」の中から「C経済基盤」を選びます
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e-Statでデータを探そう

「課税対象所得」「納税義務者数」が

見つかります(Ctrlを押して複数選択)
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e-Statでデータを探そう

「項目を選択」して「確定」します

164



e-Statからダウンロードしよう

165

「ダウンロード」ボタンを

押しましょう



e-Statからダウンロードしよう

「ページ上部の選択項目」

「XLSX形式」を選択

「桁区切りを使用しない」を

選択してダウンロード

166



e-Statからダウンロードしよう

「ダウンロード」ボタンを

押しましょう
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2)エクセル上でのデータ加工

次にダウンロードしたデータをエクセル上で見やすく加

工していきます。

不要な行や列の削除、エクセル上での計算により「納税

義務者数あたりの課税対象所得」という割り算を実行し、

最後にフィルター機能を適用して降順に並べ、（一人あ

たりの平均で）所得が高い地域から順に並べていきます。

168



エクセルでデータを触ってみよう
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エクセルでデータを触ってみよう

列の幅を少し広げましょう
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エクセルでデータを触ってみよう

所得を納税者数で割って

1000をかけます
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エクセルでデータを触ってみよう

数式をコピーして

一番下の行まで貼り付け
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エクセルでデータを触ってみよう

項目名もつけておきましょう
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エクセルでデータを触ってみよう

6行目以下のデータを全部選択

「データ」メニューの

「フィルター」をクリック
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エクセルでデータを触ってみよう

「一人あたり所得」を選んで

降順に並べ替えます
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エクセルでデータを触ってみよう

最後に見やすく桁区切りを

(ホームメニュー)
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エクセルでデータを触ってみよう
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データからわかったこと: 23区以外の平均所得の高い地域ランキング

順位

順位順位

順位 地域

地域地域

地域 納税義務者一人あたり課税対象所得

納税義務者一人あたり課税対象所得納税義務者一人あたり課税対象所得

納税義務者一人あたり課税対象所得((((円円円円))))

1 兵庫県芦屋市 6,528,807

2 東京都武蔵野市 5,366,495

3 兵庫県篠山市 4,773,468

4 神奈川県鎌倉市 4,722,521

5 東京都三鷹市 4,514,737

6 千葉県浦安市 4,502,075

7 東京都国立市 4,457,774

8 兵庫県西宮市 4,428,373

9 神奈川県逗子市 4,404,755

10 東京都国分寺市 4,335,389
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この結果に対して次のようなツッコミが

所得の高い地域って

他の地域とどこが違うの？
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もともと興味のあった関係性

地域の平均所得

説明変数

店舗の売上

アウトカム

関連?
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新たに聞かれた関係性

地域の属性

説明変数

地域の平均所得

アウトカム

関連?
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考えられる仮説

•政令指定都市はそうでない市と比べて平均所得が

高いと言えるのだろうか？

•大卒者の割合が多いと平均所得が高くなると言え

るのだろうか？

•他にどのような分類や数値が市ごとの平均所得と

関係するだろうか？

182



デモ⑧

デモ⑧
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デモ⑧-1

1. 政令指定都市かどうかを自分で入力した上で政令

指定都市か否かで平均所得に差があるかどうか考

えてみましょう

2. e-Statから市ごとの課税所得、納税義務者数に加

えて総人口と大学卒業者数をダウンロードして先

ほどの仮説について考えてみましょう
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デモ⑧-1

①e-Statからデータ（表示項目 A 人口・世帯から総人口、C 経済基盤から課税対象所得、

調査年2010年を選択）をダウンロードします（詳細はP158-167の手順を参考）。
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デモ⑧-1

②「政令指定都市」フラグ（政令指定都市に〇）と平均所得（課税対象所得/総人口）を

作成します。
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デモ⑧-1

③フィルタの▼メニューより政令指定都市で昇順にします。
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デモ⑧-1

③ 任意のセルに =ttest( 1グループ目のデータ範囲, 2グループ目のデータ範囲, 2, 3)と

入力します。
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デモ⑧-1

④ 「平均値の差」の仮説検定の結果が表示されました。

189

p値から政令指定都市と所得

の関係がたまたまと考えに

くいことが読み取れます



デモ⑧-1

⑤参考値としてそれぞれの平均値を比較するピボットを作成してもよいでしょう。

190

政令指定都市とそれ以外

の平均の差を確認



デモ⑧-2

1. 政令指定都市かどうかを自分で入力した上で政令

指定都市か否かで平均所得に差があるかどうか考

えてみましょう

2. e-Statから市ごとの課税所得、納税義務者数に加

えて総人口と大学卒業者数をダウンロードして先

ほどの仮説について考えてみましょう

191



デモ⑧-2

① e-Statからデータ（表示項目 A 人口・世帯から総人口、C 経済基盤から課税対象所得、

納税義務者数（所得割）、E 教育から最終学歴人口（大学・大学院）、調査年2010年を

選択）をダウンロードします（詳細はP158-167の手順を参考）。 192



デモ⑧-2

②「大卒者割合」と「一人当たり所得」を算出します。

最終学歴人口/総人口*100 課税対象所得/納税義務者数*1000

193



デモ⑧-2

③「大卒者割合」と「一人当たり所得」で散布図を表示させます。

194



デモ⑧-2

④ｐ値を確認したい場合は回帰分析を行ってみましょう。

195

大卒者と所得の

関係を確認



おまけ：余力のある人向けのチャレンジ課題

前節で用いたデータ以外にもe-Statからダウンロードで

きる統計データには様々なものがあります。

「グループ分けして平均値を比べてt検定」か「単回帰

分析でp値も確認」というこれまでに学んだ分析方法を

使って「どのような特性の地域において（一人あたりの

平均で）所得が高いと言えるか」を探索してみましょう。
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第3章 統計データを組合わせよう

配布されたサンプルデータと公的統計を組み合わせて分
析する方法を実践していきます。

197



1)サンプルデータと公的統計の結合(vlookup関数)

第一章で触れたサンプルデータ(飲食チェーンの店

舗ごと属性と売上)とe-Statからダウンロードした公

的統計を結合して分析するために、エクセルの

vlookup関数の使い方と重回帰分析の考え方を学びま

す。
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もともと興味のあった関係性

地域の平均所得

など地域特性

説明変数

店舗の売上

アウトカム

関連
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ただし因果関係を考えるのは難しい

地域の所得 店舗売上
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第三の要因が絡んでるだけの可能性も

地域の所得 店舗売上

教育歴
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復習：重回帰分析の考え方

男性

女性

年齢

利用

金額

202



復習：重回帰分析の考え方

年齢

利用

金額

性別(ダミー変数)の
差も考慮

男性

女性
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復習：重回帰分析の考え方

年齢

利用

金額

「性別を考慮」した
年齢と利用金額の
関連性

男性

女性
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補足：データを紐付ける際に注意すべきこと

•異なるデータソースだと地域名の表記が曖昧

•今後もミスタイプなどがあるかも

•コピーアンドペーストする際にもズレると

•市区町村名は「市区町村コード」で管理して

VLOOKUP関数を使うと安心です
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VLOOKUP関数の使い方

=VLOOKUP

=VLOOKUP=VLOOKUP

=VLOOKUP

(

((

(検索したい検索したい検索したい検索したいID

IDID

IDの値の値の値の値,

,,

,

「「「「$

$$

$」をつけて検索するデータ範囲」をつけて検索するデータ範囲」をつけて検索するデータ範囲」をつけて検索するデータ範囲,
,,

,

データ範囲の左から何列目のデータ範囲の左から何列目のデータ範囲の左から何列目のデータ範囲の左から何列目の

値を抜き出したいのか値を抜き出したいのか値を抜き出したいのか値を抜き出したいのか,

,,

,

近似一致をするか近似一致をするか近似一致をするか近似一致をするか[

[[

[通常通常通常通常False])

False])False])

False])
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VLOOKUP関数を実際に使う際の流れ

1. エクセルシートを1枚のブックにまとめる

2. 店舗ごとのデータの横にVLOOKUP関数を入力

3. 別シートのデータ範囲を選択

4. A1を$A$1というようにセルを絶対参照で固定

5. この式をコピーして一番下まで貼り付け
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デモ⑨

デモ⑨
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デモ⑨

209

①まず使用する複数のエクセルシート(店舗データおよび公的統計)のシート名を右クリッ

クし「移動またはコピー」から1つのエクセルブック(ファイル)にコピーしてまとめる(な

お使うデータはダミー変数化済みのものであることに注意)



デモ⑨

210

②店舗ごとのデータの右端にVLOOKUP関数を入力(説明変数の列がひとかたまりになるよ

う位置に注意)



デモ⑨

211

③別シートにある公的統計のデータ範囲を選択



デモ⑨

212

④「A1」なら「$A$1」といったように検索する範囲を指定するセルを絶対参照で固定す

るように注意



デモ⑨

213

⑤この式をコピーして一番下まで貼り付け



デモ⑨

214

⑥最後に項目名を1行目にコピー(複数列を分析したい場合はここまでの工程を繰り返し)



デモ⑨

215

⑥無事データが結合できたら分析ツールで回帰分析



デモ⑨

216

⑦説明変数が複数列(矩形で選択)なところ以外は単回帰分析のときと同じ



デモ⑨

217

⑧回帰係数やp値などの解釈も基本的に単回帰分析と同じ



おまけ：余力のある人向けのチャレンジ課題

今回用いたもの以外にもe-Statからダウンロードで

きる統計データには様々なものがあります。

VLOOKUP関数と重回帰分析を用いてどのような条件

が店舗ごとの売上に関係しているか探索してみま

しょう。

218



今日やった内容：「まとめる」ことのメリット

1. 現状を把握するための記述ができる

2. 現状を左右するような要因の探索ができる

3. 今後限られた情報だけで予測ができる

4. その要因が本当に原因なのか検証できる

主にここ

219



分類ごとの割合にまとめる

グラフは円グラフか帯グラフ

平均値にまとめる

グラフはヒストグラム

データの記述方法

数値型

(量的)

分類型

(質的)
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分析手法を整理すると

数値型

(量的)

分類型

(質的)

数値型

(量的)

分類型

(質的)

探索する要因(説明変数)

平均値と

t検定

割合と

χ二乗検定

単回帰

分析
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分析手法を整理すると

数値型

(量的)

分類型

(質的)

数値型

(量的)

分類型

(質的)

探索する要因(説明変数)

平均値と

t検定

割合と

χ二乗検定

単回帰

分析

重回帰分析で一気に
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今日やった内容：「まとめる」ことのメリット

1. 現状を把握するための記述ができる

2. 現状を左右するような要因の探索ができる

3. 今後限られた情報だけで予測ができる

4. その要因が本当に原因なのか検証できる

これは？
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3)jSTAT MAPを用いた有望エリアの探索

最後にjSTAT MAPを使ってデータ分析から考えられる有

望地域を発見する方法をデモンストレーションします。

より具体的には、まず重回帰分析に含まれた公的統計由

来の説明変数について、全ての地域に対して係数をかけ

合算します。これが地域ごとの「売上の有望さ」を示し

ていると考えられ、この値に応じて地図上を色分けする

ことで「有望なエリア」がひと目で見つかります。
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最後にデモを

•選ばれた説明変数のうち公的統計に関するもので

計算される「店舗の期待売上」を全ての市につい

て計算してみます

•この結果をjSTAT MAPに読み込みます

•全ての市をこの「地域特性からの期待売上」で

色分けするとどのようになるでしょうか？
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デモ⑩

デモ⑩
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デモ⑩

①回帰分析で算出された「係数」を使用してエリアポテンシャルを作成します。
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デモ⑩

②係数にそれぞれの説明変数の値を掛け算して足し合わせた数式(絶対参照に注意)をコ

ピーして一番下まで貼り付けます

係数

係数係数

係数
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デモ⑩

③計算できた値を「形式を選択して貼り付け」から値だけを同じ領域に貼り付けて値を

固定します

229



デモ⑩

④1行目に項目名が来るように不要な行を削除してcsv保存を行いましょう
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デモ⑩

⑤jSTAT MAPにログインします。

※jSTAT MAPの「ユーザ登録」を行ってください。

（https://www.e-stat.go.jp/mypage/user/preregister） 231



デモ⑩

⑥ファイル＞インポートを選択します。
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デモ⑩

⑦「ユーザー統計」を押下します。
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デモ⑩

⑧種類は「国勢調査」「2015年」「市区町村」にし、アップロードするファイルを参照

から選択します。
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デモ⑩

⑨統計地図作成＞統計グラフ作成 を選択します。
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デモ⑩

⑩ユーザーデータタブを選択＞種類のプルダウンからアップロードしたファイルを選択

＞属性項目でエリアポテンシャルにチェックを入れる＞指標選択を押下＞次へを押下し

ます。 236



デモ⑩

⑪集計単位「市区町村」＞集計範囲「全国」＞集計開始を押下します。

237



デモ⑩

⑫地図にエリアポテンシャルがプロットされたら完成です。

238

地図の色からエリアの

ポテンシャルを確認



4)まとめとビジネスへの活かし方

最終的にここまでの内容のまとめを行うとともに、データ分

析の結果をビジネスに活かすやり方として「変える」「狙

う」「大丈夫にする」という３つの切り口を提示します。

すなわち、発見された説明変数について有利な方向に物事を

「変える」か、説明変数が有利なところを「狙う」か、逆に

不利なところを「大丈夫にするか」という観点で考えられる

施策例を具体的に示します。
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データ分析からのアクションの考え方①：『変える』

ある属性の店舗が儲かりやすい

→今ある店舗をそのように変えたらどうだろう？

例：店舗を改装してみよう！
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データ分析からのアクションの考え方②：『狙う』

ある立地の店舗が儲かりやすい

→店舗全体でそういう立地の割合を増やすには？

例：条件を満たすエリアを探して出店しよう！
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データ分析からのアクションの考え方③：『大丈夫にする』

逆に言うとあるタイプの店舗が儲かりにくい

→その特徴を持っていても「大丈夫」にするには？

例：立地に合わせた「サブブランド」の開発
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まとめ

データが数値か分類かに応じて記述と探索をしよう

「変える」「狙う」「大丈夫にする」施策を考えよう

重回帰分析で「揃えるべき条件」を揃えよう
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